
○
〇
五
年
一
〇
月
二
五
日
　
印
刷

○
〇
五
年
一
一
月
一
日
　
発
行

第88巻　第6号　史学・地理学・考古学

　論　　　説

神泉苑の誕生・・

甲州文書にのこる街聖公の命令書・・

一一・一・g　野　秋　二　（1）

一一{ 紀　子　（34）

中近世における水辺の「コモンズ」と
　　村落・荘郷・宮座一……・…・…・一……一　　　　・・佐　野　静　代　（65）

　　一琵琶湖の「供祭エリ」と河海の「無縁性」をめぐって一

戦間期イギリスにおけるエキュメニカル運動と
ウィリアム・テンプル……一・……・……一……一・…一一井上

　研究ノート

ー一一 ｢紀ポワトゥーの一史料に見る世俗領主たちの紛争・…囁　木

　　一和解・戦争・＃臣関係・身体一

　書　　　評

児玉識著『近世真宗と地域社会』・・

治　（99）

広太郎　（132）

・土　野　大　輔　（152）

史　学研　究　会
　　　京都大学文学部内



　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
五
年
七
月
二
一
日
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
）

松
本
市
文
書
館
だ
よ
り
（
松
本
布
文
書
館
）
二
二

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
四
五
－
蕪

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
四
三

　
－
四

日
本
研
究
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
三

　
〇

陣
鐘
史
学
（
大
正
大
学
史
学
会
）
五

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
六
八
七
～
六
八

　
八

学
術
研
究
地
理
学
・
歴
史
学
・
社
会
科
学
編

　
（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
）
五
三

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
五
七
－
六
～
八

ぐ
ん
し
ょ
（
続
郡
書
類
従
完
成
会
）
六
九

東
方
学
（
東
方
学
会
）
一
一
〇

は
こ
だ
て
零
露
編
さ
ん
蜜
だ
よ
り
（
函
館
市
総
務

　
部
市
史
編
さ
ん
室
）
五

日
本
学
刊
一
世
℃
〉
冒
国
ω
国
ω
日
q
U
H
国
ω
（
中
国

　
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）

　
b
⊃
O
O
9
し
。
～
蒔

東
方
学
会
報
（
東
方
学
会
）
八
八

ア
ジ
ア
研
究
駈
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
＝
九

日
本
戻
俗
学
（
田
本
民
俗
学
会
）
二
四
三

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会

　
学
会
）
四
一
1
～

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
｝
六

文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）
三
八

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
一
一

　
二
・
三
合
併
出
～
七
一
…
四

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
七
一
八

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
二

　
一
一
一
二
二

法
学
志
林
（
法
政
大
学
法
学
士
林
協
会
）
一
〇
ニ

　
一
一
～
三
・
四
合
併
号

海
南
史
学
（
高
知
海
南
史
学
会
）
四
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
二
四

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
五
九
〇

》
艮
訂
。
℃
o
一
〇
σ
q
一
〇
巴
ω
o
一
Φ
ロ
。
Φ
（
冒
9
器
ω
Φ

　
○
り
9
Φ
ω
）
（
》
導
訂
。
℃
o
一
〇
α
Q
一
。
巴
ω
○
。
一
①
受
。
｛

　
室
竈
8
）
一
一
ω
－
卜
。

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
一
一
四
一
七

龍
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
｝
二
二
一
＝
～

　
三一

橋
論
叢
（
｛
橋
大
学
一
橋
学
会
）
＝
工
四
－
二

九
州
国
際
大
学
経
営
経
済
論
集
（
九
州
国
際
大
学

　
経
済
学
会
）
＝
1
二
・
三
合
三
号

韓
国
史
研
究
彙
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
一

　
二
九

経
済
研
究
（
～
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
五
六
⊥
鳳

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
七
一
三

史
泉
（
関
藪
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
一
〇
二

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
一
1
｝

曽
簿
9
猷
竃
Φ
圏
8
冨
（
翌
O
O
一
Φ
α
q
δ
U
Φ
ζ
Φ
×
－

　
一
8
）
b
。
嵩

史
学
研
究
（
広
島
史
学
研
究
会
）
二
四
九

東
北
大
学
文
学
研
究
科
年
報
（
東
北
大
学
大
学
院

　
文
学
研
究
科
）
五
四

東
洋
学
報
（
東
洋
文
庫
）
八
六
…
四
～
八
七
1
｛

地
域
概
形
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ニ
ュ
ー
ス
（
地
域
研

　
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
一

史
　
と
奨
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
七
五
六

社
ム
瓜
科
瀞
†
訟
醐
戸
畑
（
長
崎
大
学
教
出
同
学
部
）
山
ハ
七

申
央
研
究
院
歴
史
語
言
丁
令
所
集
刊
（
中
華
民
国

　
台
北
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
七
六
一

　
二｝

○
｝
⑦
円
Φ
＜
δ
芝
地
域
研
究
（
国
立
民
族
学
博
物

　
館
）
七
1
～

立
命
館
法
学
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
｝
…
九
九

奈
良
文
化
財
概
究
所
紀
要
（
奈
良
文
化
財
研
究

159　（939）



　
所
）
二
〇
〇
五

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
一
報
（
奈
良

　
文
化
財
研
究
所
）
一
八

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
三
康
文
化
研
究
所
）
四

　
〇

ク
ロ
ノ
ス
○
頃
幻
○
累
○
ω
（
京
都
婦
女
子
大
学
女

　
性
歴
史
文
化
研
究
所
）
二
三

九
州
国
際
大
学
法
学
論
集
（
九
州
國
際
大
学
法
学

　
会
）
＝
1
一
・
二
・
三
合
併
号

史
学
研
究
（
広
島
史
学
研
究
会
）
二
五
〇

西
洋
史
学
報
（
広
島
西
洋
史
学
研
究
会
）
三
二

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
五
三
－
二

宙小

m
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
ム
瓜
）
山
雪
四
一
一
一

歴
史
学
報
（
歴
史
学
会
）
…
八
七

東
京
海
洋
大
学
研
究
報
告
（
東
京
海
洋
大
学
）

　
一鹿

児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
　
人
文
学
科
論
集

　
（
曄
…
児
山
島
大
学
法
文
学
部
）
山
勢
○
～
轟
ハ
ニ

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
三

　
八
⊥
二

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
五
三

国
立
台
湾
大
学
法
学
論
叢
（
国
立
台
湾
大
学
法
律

　
系
出
版
）
三
四
－
三

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
七
五
八

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
六
八
九

瞼
燃
ム
ロ
由
X
堂
ご
　
（
跳
畝
ム
ロ
中
人
堂
－
ム
瓜
）
　
一
一
　
五

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
一
〇
四

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
七
1
九

長
野
娯
立
歴
史
館
た
よ
り
（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　
四
四

南
京
大
学
学
報
（
南
京
大
学
）
四
一
一
一
～
六

新
潟
産
業
大
学
人
文
学
部
紀
要
（
新
潟
産
業
大
学

　
東
ア
ジ
ア
経
済
文
化
研
究
所
）
一
七

釜
大
史
学
（
川
霧
大
学
校
史
学
会
）
二
八
・
一
一
九

　
合
輯

国
家
学
会
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
一
一
八
－

　
七
・
八

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
芸
学
会
）
一
三

　
二

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
＝
四
－
八
一
九

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）
四

　
ニ

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
四
七
－

　
一
一
～
四
八
一
一

史
料
（
面
謁
館
大
学
史
料
編
纂
所
）
一
九
七

人
文
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
九
〇

　
～
九
一

　
　
編
集
後
記

　
八
八
巻
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
は

地
域
・
時
代
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
論
説
四
本
、

研
究
ノ
ー
ト
一
本
と
何
れ
も
重
厚
で
意
欲
的
な
論

文
と
書
評
が
揃
い
ま
し
た
。
ご
検
討
く
だ
さ
い
ま

せ
。
幸
か
不
幸
か
最
初
で
最
後
の
担
当
号
と
な
り

ま
し
た
。
拙
い
編
集
で
は
あ
り
ま
す
が
、
読
者
・

執
筆
者
諸
氏
の
ご
寛
恕
を
願
い
つ
つ
。
　
　
（
知
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

げけ

U
≧
≦
畷
8
量
這
e
b
＼
切
ζ
ぎ
Φ
垂
巨

　
本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

　
平
成
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

　
成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

160 （940）

誌
。
。
三
三
朋
二
語
翻
定
価
＝
【
O
o
円

　
史
林
第
八
八
巻
第
六
号
（
通
巻
第
瞬
五
四
号
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
齋
田
本
下
京
都
大
学
文
学
部
内

　
　
　
　
　
磐
輝
・
髪
）
七
璽
－
毛
八
七

発
行
入

印
刷
所

y・驚
　　　○学印京

刷喜1紀6

株塁平押

慧英動
us田　　五
社長作幕会



THE　SHIRIN
or　the

JOURNAL　OF　HISTORY

Vo1．：LXXXV皿No．6 Nove血ber　2005

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

　Arほcles：

YOSHINO　Shuji，　The　Birtih　of廿le　Shinsen－en・…・・…・………・一・……………・・…・…・…（1）

MlyA　Noriko，　The　Orders　of　the　Yanshenggong　in　the
　　Documents　of　Huizhou　・…一・・・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一一・」・・・・…一…一・一一・・…一・　（　34　）

SANo　Shizuyo，　The　Relation　of　‘Commons’　in　the　Littoral　Zone　to　Villages，

　　Manors　and　Miyaza　in　Medieval　and　Modern　Japan　：　A　Case　Study
　　of　the　rught　to　Vse　Shrine　Fishing　Traps　in　Lake　Biwa・・・・・・・・・…Ji・・・・・・・・・・・・…　（　65　）

INouE　Osamu，　’The　Ecumenical　Movement　in　England
　　and　William　Temple　・一・一・・・・…一・＋・・…一・・・…一・・一・・・・・・・・・…一…一…一・・…t・・・・・・…一・・・・・…t…一・・・…　（　99　）

　Note：
TODORoKI　Kotaro，　ConiElicts　of　Secular　Lords　in　light　of　a　Historical

　　Document　from　11tih－Century　Poitou　：　Amicable　Seulements，　War，
　　Vassalage，　and　Bodies・・・…一・…一・・・・・・・・…＋・・・…一・・・…」・・・・…一・・・・・…一一＋・・・…一・・・・・・・・・・・…i・…　（132）

　Book　Review　：

KODAMA　Shiki，　rhe　Shin　Sect　ofBuddhism　and　Local　Seciety　in　Early
　　Moaern　Pen’od　（UENo　Daisuke）・・・・・・・・・・…i・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・一・・一…J・・・…一・・・…一一・一・・・…　（152）

　Miscellaneous　：

　　　　　　　　　　　Pahlished

THE　SHIGAKU　KENKYUKAI
（The　Socierg　of　Historical　Research）

Kyoto　University，　Kyoto，Japan

ISSN　0386－9369


